
物品の追跡管理とITS  
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1れ■f．t－の一む心，安仝を求める朴会的こいズと，さらなる物流の効率化をめぎす企業サイドのニーズに応えるために，物  

ん1．グ）追跡符理の議論が進展している．Il、Sは物．■‖さ－の追跡管理の泊！tの一一つとして位量づけることができる．本稿では、  

まず物ん】．の追抑管理に必要なデータキャリアの技術について概観する．‖、SではすでにISO／TC2り4c7）lいで，追跡管  

理に必要む技師が国際据準として．藩論されているので， 二れについていくつかの．‡．キ越を紺介する．特にデータ辞書，デ  

ータ・レジストリーの考えノバまJムく物，■，－－，の追跡管理に応用できそうなので，これについて∴及する．  

キーワード：データキ ャ．）ア，データ辞書，データ。 レジストリー，AVI（Automatic Vehicle  

Identification），AEl（AutomaticEquipmentIdentificatioll）   
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かに大きな枠組を想定してい る．   

この稿では，物ふ三．の追跡管理の一部がITS（I ntel－  

1igentTransportSystems）の匡順き標準として検討が  

始まっていることを紺介したい．ここで議論されてい  

る概念は，物品の追跡管三哩一般に迫川できるのではな  

いかと思、つている．そこで，節2では背景となる技術  

の動向と，物品の追跡管哩そのものについて簡単に紺  

介したい．節3ではITSグ）国際標準であるISO／  

1、C204の中で検討されている関連回際標準について  

㌶尉り］し，／卜後退用が考えられているデータ。レジスト  

リーの概念を節4に要約した．節5はまとめである．  

2．データキャリア物品の追跡管理  

仙界のどこでも，どのような輸送業省が扱った，い  

かなる物品でも追跡可能とするには，オープンな環境  

を善しとする価伯観と，オープンな環境を具現化する  

インフラストラクチャ（インフラ）の構築が必要にな  

る．インフラの構成要素として有望視されているのが  

データキャリアに関する技術である［1，2］．   

データキャリアとして知られている要素技術はバー  

コード（リニアシンボル，2次元シンボル）；無線タ  

グ（RFIDと も言う：Radio FrequencyIdentifi－  

catioll：無線周波識別）：光学的文字，記号認識；磁  

気ストライプカード（金融J≡t一途以外）等の技術がリス  

トアップできる．物ん！－の追跡管理には無線タグと2次  

元シンボルが有力な要素技術といわれているので，こ  

れらの技術の基本スペックを表1にまとめた［3，4］．  

この表からもわかるように，グローバルな環境での追  
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1． はじめに  

物．チi－！∫の輸送において，輸送先や，輸送中の二収l）扱い  

が事前の’J′仰事一項と異なっていたとしても，i±lら八に  

伝える手段を本来保持していない．したがって，物．■‖！∫  

の追跡管理システムを考えようとすると，物．－－．！，の存在  

を示し，これを外に向カ、って発信するシステムが必要  

であることがわかる．   

物．暮；i！－の輸送は当然のことながら，八代から存在した  

が，物んさ．の存在を自ら示すことができなかったことか  

ら，盗難，破損，諾搬送，輸送遅れを荷主が知るまで  

にはかなりの時間を必要としたことが想像できる．海  

榔事はがもな射いではあったとしても，今のような形  

の海上保険がイタリアの商業都市で14－t帰己の初頭に  

整備されていた事実は，物品の追跡管哩の不備が商取  

引上のリスクになっていたことが想像できる．   

このように考えてみると，最近検討が始まったばか  

りの物．■川！－の追跡管理が普及すれば，物流の世界に大変  

単二が起こる‖用巨性がある．一ノノ，一部の輸送業省がす  

でに実現し成功事例のある輸送物資のトラッキング。  

トレ【シングシステムとは枠組が異なっていることに  

注トlしていただきたい．物l【‖壬．の追跡管理は生産から輸  

送。消懲も含めた分野を対象とし，また摘．【‖！．のライフ  

サイクル全体を対象としていること，しかもユけサー  

の視∴－こ（から追跡＝用巨なことが要求されている等，はる  

かわしま ひろなお  

慶應義塾人十ftl！十睾祁  
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表1データキャリアの比較（出刃Ⅰ与：AIDC技術の国際標準化活軌［5］）   

無線タグ  光学的情報媒体  

電磁誘導  電波  1次元  2次元  

シンボル  シンボル  

OCR  

交信周波数   ～135KHz  13．56MHz  433MHz  2．45GHz  

900MHZ  5．80GHz  LED，レーザ  レーザ、カメラ   

交信距離  ～10cm   ～70cnl   ～3m   ～5m   ～1m   ～50cm   

（原理上の実力値）  

データの書き込み   ◎   ◎   ◎   ◎   ×   ×   

データ量（バイト）   ～4k   ～4k   ～4k   ～4k   ～20k   ～2k   

耐光ノイズ性   ◎   ◎   ◎   ◎   △   △   

油汚れ■耐水性・耐  ◎   ○   ○   △   ×   ×   

油性  

遮蔽物の影響   ◎   ◎   △   ○   ×   ×   

価格   △   ○   ○   ○   ◎   ◎   

；、＿√）Vt㌣■ミ  

、か合言こ  

タパコ1本   

プラコン  

図1ロジスティクスのレイヤモデル（輸送単位によるレイヤ，出典：AIDC技術の国際標準化活  

動［5］に一部加筆）  

れるデータキャリアは，使い捨てを前提にすることが  

多いので，値段が安いことが条件となり，これが技術  

上の要求事項を決定しているといえる．   

データキャリアの物流システムへのアプリケーショ  

ンや，物流EDIとのインターフェイス等多くの議論  

（27）侭23   

跡管理を実現するためには，データキャリアの種類と  

基本スペックを標準化する必要がある．このようなニ  

ー ズを背景としてISO／IECJTCl／SC31（AIDC：  

AutomaticIdent沌cationandDataCapture）で非常  

に活発な議論が行われている．物品の追跡管理に使わ  
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がされているが，ここでは紙面の都合上割愛せざるを  

得ない．概念を示す意味で図1にロジスティクスのレ  

イヤモデルを示す．このモデルを使って，データキャ  

リアと輸送に関連した国際標準がISOの複数の技術  

委員会で検討されている様子を図2に示す［5］．   

さて，物．！まき－の追跡管理であるが，最近急に注目され  

るようになったのは，社会的ニーズとさらなる効率化  

を求めるニーズが顕在化してきたことと，データキャ  

リア関連の技術の進展がその背景にある［6］．   

まず社会的ニーズであるが，広義の「安心」「安全」  

が求められている小で，これを実現するための道具と  

してデータキャリア関連の技術が注月されるようにな  

った．代表的なニーズの例をいくつか挙げてみると以  

卜のようになる．  

。食肉。青米物とし、った分野をl二I－Ⅰ心に，消薯者が購入   

する商ふ1について，産地，製造，流通等の履歴惜軸   

の明示．また，食ぷ一等についての賞味期限管理をl二I   

視からシステム化することによって安全性の確認を   

容易にする 

。リサイクルについて，不法投棄の防止を図るほか，   

製造段階で製．－－占に使川した素材情報を登録。管理す   

ることによって，リサイクル段階での識別を明確に   

し，環境保全の徹底．  

。自軌車などで，修理や交挟部品の履歴を記録・管理   

することにより，安全性を租保するとともに，中．1．■   

車となった場合のサービスの継承をノ友鋸こする 

。小売店舗，書店や宝恥－ん暗における．盗難湖山l二の強化．   

一方，従来から小売業を小心に普及しているf｝OS  

は，摘．！，占追跡管理のためのN一つの道具であるが，扱え  

る情報量に制約がある．これを高度化し，企業競争力  

の強イヒとさらなる効率化が期待できる分野の代表例を  

次に挙げてみよう．  

。検．チi占や棚卸しなどの在庫管哩作業を合埋化。省力化   

するとともに，物流倉庫や店菩榔二分放している和車   

総量を総合的に把捉する．  

。消響二首が子にとった商晶，，販売した商品などの情報   

を詳細なデータベースとして蓄積し，顧客志向型の   

マーケテイングの閃光．  

。輸送にあたって，荷の輸送状況を効率腑こ把握する   

とともに，輸送先の自軌什分け作業とシンクロナイ   

ズさせて，物流のさらなる令やHヒ，高度化をlぎ1る．   

またカンパンル式半の製造．1一端をにおいて，系列【Jりの  

聯 柵 1間 酬 職 搾 爾 職 耶 鱗 腑 棚 脚 酬 卿 】舶 問 細 ゲ帯，， 鞘 淋肋 間 間 冊 冊 恍i W， 総 力戦 鮒 聞 耶 脚 酬 仙 川拙 柵 閉 脚 肘鼎 伽 御 伽 脚 洲 ■州  

、．・言・さ√ご・■、ゴミニjふb・9ごトこて．ミニ：  
lSOTC204  
1S015627－DataLinkLayer  
lS015628・ApplicationLayer  
fSO18253－DSRCResMgr  
陰qヨ偲1監輔甜…狛酬肋鵬  

蝮卿璃脚絆勒  
ISOTClO4／TC122JWG  

大型集合単位  
（コンテナ）  

ISOTClO4（lSOlO374）  
lSOTClO4（lSO18185）  
ISOTClO4（lSO23389）  
陰qJG娩1包含（好色1磐鳩）  

峰押頂脚脛勒  
ISOTClO4／TC122JWG  
ANSIMHlO．8．4  中型藁合単位   

UnitLoad   
（パレット）  

中型重合単位   
UnitLoad   
（パレット）  

AIAG（TBD）  
EIA（TBD）  

EAN／UCC GTAG  
・一里′e・之（しト：ミ‥∴）  

lSOTClO4／TC122JVVG  
ANSIMHlO．8．8  
AIAG（TBD）  
EIA（TBD）   

‥モこ＼・く！・－－ミしさ卓…＝さ：：、：  
lSOTClO4／TC122JWG  

小型集合単位  
TransportUnit   
（プラコン）  

小型集合単位  
TransportUnit   

（プラコン）  

小型鼻合単位  
TransportUnit   

（プラコン）  

し芸！／こr〕ト∴－㍉、こI  
fSOTClO4／TC122JVVG  

武袖 ㈹ 脚 脚 酬 肋 皿 血 冊 甲 声実戦 聯 鞘 珊 榊i＝ 開 脚 卿 踊 肋 閉 脚 椰 珊 棚 醐 柚 棚 甜 冊 開 明 醐 傭 船 石肌 肋 間 隅 脚【 榔 冊淵 備 肋 間 椚 蠍  

ANSl（AmericanNationalStandill・dsInsIitute）  
AIAG（AutomotiveIndustryActionGl・OuP）  
ETA（ELeetronieIndustryAssociation）  
ll二ANOnternatiorLalArtie）eNumherjngAssoeiaIion）  

図2 ロジスティクスのレイヤと国際標準（無細げグの例，．り川It：AIi〕C技術の州l坑モ標準化清軌［5］に一部加筆）  
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ムの設計が重要な課題としてうかびあがってくる 

ITSの国際標準ISO／TC204で扱っている作業項  

目の中には，物品の追跡管理と，これを実現するため  

に必要なデータベースとデータベースのデータ構造自  

体の管理が議論されているので，これを紹介したい．  

TC204の議論はITSに限った分野での議論で，まだ  

広く認知されたアプローチというわけでもないが，同  

様な試みが，ISOの他の技術委員会でも採用される様  

子である．  

3．一丁Sの国際標準と物品の追跡管理   

ISO／TC204は1993年に開始され，ITS全般にわ  

たる国際標準の策定を行っている．アメリカが幹事国  

で，I三l本は12ある作業部会のうち二つの作業部会の  

議長を務めてい る．TC204の全容をここで紹介する  

余裕はないので，作業部会名のりストを表2に挙げて  

おく．より詳細な情事鋸ま参考文献に リストアップした  

ISO規格やTC204のホームページ等を参照していた  

だきたい［7，8］．  

ISO／TC204では，物品の追跡管理が今のように注  

目される以前から，複数の作業部会において，菜酎以ま  

たは関連する作業の検討を行っている．物や人の移  

動。輸送のIT化という視座からながめると，ITSは  

これを実現するための道具であり，国際標準は，グロ  

ーバルな規模においてITSに関連したシステムの間  

のインターフェイスを提供する作業として位置づける  

ことができる．  

部品在庫と輸送頻度の関係について，さらなる合理   

化を図る．   

今までの例からわかるように，非常に多様な物■品を  

追跡するためのインフラは，農業，運輸業，製造業，  

流通業といった業界を越え，また監督官庁である農林  

水産省，国土交通省，経済産業省等の所管を越えて構  

築されなければならない［6］．   

新しい 技術を件巨－たインフラを構築するためにはコ  

ストがいつも問題となるが，データキャリアのいくつ  

かは量産効果によって使い捨てが可能な程度にコスト  

が安くなるといわれている．このためには必要最小限  

の標準化を早急に進めて，レガシーシステムが乱立す  

るような状況を作り出さないことである．さらには，  

経済がグローバル化する［l＝lで，日本だけで閉じたシス  

テムを構築しても意味がないので，国際性を有するイ  

ンフラの構築が必要不可欠であることはl明らかであろ  

う［6］．   

物品の追跡管理をするための情報システムの基本構  

成はデータキャリア＋インターネット＋データベース  

ということになる．表1にあるように，データキャリ  

アがかなりの情報を蓄積することができるので，ID  

（識別子）だけのデータキャリアから，様々な情報を  

蓄積したものまで，多くのバリエーションを想定する  

ことが可能で，目的に応じて使いわけることになる．  

データキャリアの設計条件によって，インターネット  

の利用形態や，データベースの設計が異なることにな  

るが，柔軟性，汎用性，拡張性を考慮した全体システ  

表21SO／TC204組織  

WGNO  分科会名称   検討内容   

基本概念  WGl   システム機能構成分科会   TtCSの論理的参照モデル、TICS分野に関する語彙、データ辞昏等   

共通技術  WG2   品質・信根性分科会（休止）  

WG3   TICSデータベース技術分科会  地理データベース構成、データの保存一参照方法、APl   

個別   WG4   車両自動認識／貨物自動認識  車両・貨物自動認識システムのアーキテクチャ、インターフェースに   

サービス  分科会   おける通信方式  

WG5   料金収受分科会   自動料金収受システムのデータコンテンツ、通信プロトコルとシス  
テムの品質・信頼性  

WG7   車両通行管理分科会   車両運行管理に係わる運用の定義、レベル  

WG8   公共交通分科会   公共交通サービスのデータコンテンツ、通信方式  

WG9   交通管理分科会   交通管理に係わるシステムのデ→タコンテンツ、通信方式  

WGlO  旅行者情報分科会   旅行者情報サービス体系化とデータコンテンツ  

WGll  ナビ・経路誘導分科会   経路誘導システムに関するデータコンテンツ、通信方式  

WG14  走行制御分科会   車両を中心としたアプリケーションシステムの標準化   

通信技術  WG15  狭域通信分科会   車々間等の狭域無線通信（DSRC）方式の標準化  

WG16  広域通信分科会   公衆回線等の広域通信を利用したデータ通信方式   
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まず印面軒助認識／稗載貨物自動認識AVI／AEI  

（Automatic Vehicle IdeIltincatioll／Automatic  

EquipmentIdentification）の分野について約介した  

い．この作業部会（WG4）では，特定のアプリケー  

ションの標準化ではなく，システム間の相互運側に必  

要な事項を標準化することを［川勺としている．したが  

って，AVl／AEIシステムの参照アーキテクチャやシ  

ステム用件の定義，インターモーダルシステムの参照  

ア｝キテクチャを定義する等，相互運用性を確保する  

ための枠組についてまず標準化を行っている．枠組の  

例として，この作業部会で利ノ二l＝ノているカテブライゼ  

ーションについてのべることにする．   

移動する車両，種戟貨物の自動認識を行う場合，低  

速で移動する車両のみを対象としたシステムから，高  

速道路を移執する申両の鉦軌認識を対象とするシステ  

ムまで多様な応用が想定される．このことに対応する  

ために，通過速度に関しては最大通過速度が3．61く111／  

hから240knl／hまでの範糾で，七つのクラス，また  

対象車両。積載貨物と地上機岩音＝＝桐畑雄に関しては，最  

大読み収l川l至摘任という概念を導入し，0．5111から20  

nlの範囲で6クラスを定義し多様な要求に応えられ  

るような二I二大を行っている．この他各種システムパラ  

メータについても、同様な考えノブでクラスを定義し，  

システム問の共存条件をグロ｝パルなレベルで明確に  

する努力を行ってし、る［9，10］．   

一）j， 商）三臣舟運行管理（GeneralFleet Manage－  

ment and Commercial／Freight Operations）の作業  

部会（WG7）では，中神j，コンテナーの追跡管理の  

議論が，安全性やホームランドセキュリティの観一・1－こか  

ら進められている．この作業部会で行われている危険  

物輸送管理のためのデータ辞書。メッセージセットの  

標準化は，l二i本においても義務づけの方向にある「物  

流安全指針」に基づく緊急連絡カード（イエローカー  

ド）の電子化と位置づけることができる．このような  

作業・境目の標準化の意義は高いが，各圧lのレギュレー  

ションとの調和が必要な作業となっている［10］．   

国際機冶小一貰輸送のためのデータ辞書。メッセージ  

の標準化は，2001年9月111三Ⅰ以降のテロ対策として，  

陸揚げされたコンテナーをlニトじ、に，これに関連するデ  

ータをプロファイリングすることによって，不審物件  

をモニターしようとし、うものである．この作業部会で  

は，データ辞書。メッセージだけを標準化の対象とし  

ているので，セキュリティ確保のための業務について  

は標准化の対象外である．したがって，扱うデータそ  

軋2伍（3（））  

のものは圧＝馴勿流用のEDIと関連が強い．このこと  

から，この標準が‘完成すれば，高度化するロジスティ  

クスの情報インフラとしてわ引IJした場合の効果は大き  

いと考えられる．作業部会でもこの標準の二両件を考  

慮した議論を行っている［11］．   

いずれにしてもこの標準化は我が仕丁の物流システム  

全体に関わるものであり，関連業界への影響は極めて  

大きいと考えられる．関係一考と密に連携をとれる柚ノ」  

委員会を設置して，検討を開始している．2002年か  

ら開始された作業なので，l勺容の公表は2004年以降  

になると思われる．  

4．データ辞書とレジストリー  

TC204の作業項【lのうち，物ん！，の追跡管理に関係  

のある項目をリストアップして参考文献にまとめてお  

し－たが，このl＝いにデータ辞書，データ。レジストリー  

というあまりなじみのない∴兼かHていることに気づ  

かれたとノ巴、う．   

そこで，すでに－一一部説明の途中で佐川した言葉であ  

るが，データ辞吉，データ。レジストリーを′t、C204  

でどのように定義し，標準をつくる上での道具として  

利別しているかを説明したい［13，14］．  

ITSを構成する関連システムは，道路交通管理か  

ら物流管モー‡ほで多l岐にわたるが，それらのシステムで  

使川されるデータが，同じ！ノ」容のものにドりじ名前が付  

いているとは限らない．データ共有によるシステム閃  

光の効率化や信頓件のれ卜，さらには柑二亙運常＝生を確  

保することによってシステムマイグレ…ションを可能  

にするには，同じlノ、J宇さのものにIiうJじ名†軋，異ろ・る内容  

のものには異なる名前になっていることが基本である．  

この簡単なことの実現が極めて困難なことは，我が国  

の情報システム開発の雁史をふりかえれば明らかなこ  

とである．そこでTC204ではIl「Sに関する標準語  

蓑集を定義し，関係省が共有すべきデータについて，  

その定義や表現形式などをデータ辞書という形で管理  

することによって，国難な卜川くノを達成しようとしてい  

る．   

TC204では，データ辞書が機能分野ごとに定義さ  

れることを想定し，そのlいで分野にまたがって佐川さ  

れる共通的そデータを登録管理するための機構をデー  

タ8 レジストリーと呼んでいる．ISO14817では，登  

録データのl勺容を記述するための項l1（名前，定義，  

表現形式，値の範囲等）やデータの持性。品質を管理  

するための手服や運創作制などを必安条件として定め  
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データレジストリのフレームワーク  データ辞書の登録要素（例）  

クラス名   イベント情報  

データ  事故対象物  

要素名  
EventAccidentObject   

認識コード 900043   

定義  事故対象物をコードであらわす。  

走行車両く1）、防護壁（2）、  

中央分離帯（3）、法面（4）、‥＝  

その他（99）  

データ表現 データ EventAccidentObject  

型  ＝：＝ENUMERATED  

値域 1‥99   

登録ステー reCOrded  

タス  

登録日、  YY／MM／DD  

更新日  

最終設定 （設定者名）  

者  

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ロ
デ
ー
タ
モ
デ
ル
 
 

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 
 

図3 データ辞書，データ。レジストリーの概念図（出典：ITSの標準化20（）3［8］）  

ている．また，登録する情報については，ベースとな  

ったシステムアーキテクチャやデータモデルを明確に  

するように規定されている（図3を参照）［15］．   

以上のような目的を達成するための第一歩として，  

TC204では，規格の対象となる情報モデルを記述す  

るための標準言語としてUML，データ内容を記述す  

るための標準言語としてASN．1（Abstract Syntax  

Notation One）を使うことを決めている［16］．今後  

はデータ辞書やデー タ。レジストリーを運営する上で  

必要な登録内容や運営体制に関する具体的な検討を担  

当の作業部会（WGl）で行うことになっている．   

物品の追跡管理においてもID登録は当然のことと  

して，共通に利用されるデータについては，  

ISO14817で考えられているのと類似の枠組が必要と  

考えられる．物品の追跡管理については，関係業界が  

食品から自動車まで，あらゆる分野に及ぶものの，機  

能分野が異なるので，必要なデータは業界ごとにかな  

り異なることから，それぞれの業界ごとにデータ。レ  

ジストリーの機構を構築する必要がある．業界を横断  

的に共有すべきデータは多くはないとしても，ID管  

理も含めた中央データ。レジストリーの機構は必要で，  

特にIDやデー タのメンテナンスが可能な運営体制を  

構築することが必要であると考えている．今後，業界  

だけでなく，データベース ，データキャリア，ソフト  

2003年6月号  

ウェアの専門家も加わって議論を重ねる必要がある．  

5． まとめ  

この稿でまとめたことについて，実は二i巨式の名称が  

決まっていない．例えば自動車のLCAを考える場合，  

すでにユーザーが使っているものを商品と呼ぶのは違  

和感がある．データキャリアは国際物流における通関  

や各種港湾業掛こ利用できると考えられるが，この場  

合も商品と呼ぶべきかどうか考えてしまう．   

財（goods）でもよいが廃棄物はbadsと呼ぶべき  

かもしれず，サービスでは焦一点がぼやけるような気が  

する．本稿では一番中立的な“物品” という言葉にし  

たが，ネーミングも含めて，本稿がこの分野の議論に  

多くの方々が参加するきっかけになってもらえればと  

思う．  
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